認識の 範囲の 狭 さ、 個性の 独自性の 乏し さ、 妥協 的 

で easy-going であると 云うよう な 忠言 は、 批評の 一 

種の 共有 性であろう。 

或る人 は、 そんな 事 は ある もの か、 男の人 は 負け 惜 

みが 強いから そんな 事 を 云い 度い の だと、 云う かもし 

れ ない。 けれども、 この間、 右の ような 言葉 を 見た 時、 

自分 は ひとごと でない 心 持が した。 

考えずに はいられない 心 持に 成った。 種々 な 偏見 や、 

反抗 を 捨てて、 凝つ と 自分の 仕事 を 見詰める と、 少く 

とも 自分 は、 正直に、 成って いない 事 を 直覚せ ずに は 

いられない。 その 未熟な 事 は、 勿論 芸術的 経験の 乏し 



い 事に も 依る。 然し、 創作 も、 筆先の 器用 さでの み 決 

する の を 正と しない 自分 は、 どうかしても、 自分と 云 

うその 者の 本体の 裡に 戻って 考えずに はいられ なく 成 

るので ある。 

男性の 中に も、 下等な 心情の 人 は ある。 従って、 下 

等な 心情の 作家 も あり 得る。 そこ 許り を 見て、 私共に 

は あんな 事 を 云いながら、 と は 云うべき でないだろう _ 

人類の 文化の 進展 は、 未来に 私共の 心 も 躍る ような 

光明 を 予想させる。 従って、 自分 は 自分 等 人類の 未来 

と共に、 この 僅かな 一節で ある 自分 並に、 他の 多くの 

女性、 女性の 芸術家た らんと 努力す る 人々 の 未来に 就 



てこ こで は 一 言 も 触れようと 思わない。 

只、 現在 は、 確に 或る 点まで 肯定し なければ ならな 

い 女性の 芸術家の 貧弱 さは、 どう 云う 原因 を 内に 蔵し 

ている のだろう と 云う 事 を、 考えて 見ずに はいられな 

いので ある。 

女性の 作家が 妥協 的で easy-going だと 云う 批評 は 

加えられた。 然し それなら 何故、 そう 云う 傾向 を 持つ 

て いるの だろう？ 

反省な しに、 私共 は 総ての 発達 を 予期す る 事 は 出来 

ない。 



先ず、 女性の 作家に 加えられた 評言に 就て 反省して 

ママ きはん 

見る 事 は、 即ち 持つならば 或る 欠点 や、 羈絆から 脱し 

て、 よりよ い 次の 一歩 を 踏 出す 事に 成る ので はないだ 

ろう 力 

自分 は それ を 詰らない 事 だと も、 恥し い 事 だと も 思 

わない。 人類 は、 よき 母、 よき 妻と 共に、 よき 有難い 

芸術家 を も、 女性の 中に 待って いるので はないだろう 

ゝ o 

力 

種々 な 点から 反省して 見て、 自分に は、 今日 女性が 



過去 数百 年の 長い 長い間、 総ての 生活 を 受動的、 隸属 

的に 営んで、 人 及び 自分の 運命に 対して は、 何等 能動 

的な 権威 を 持ち 得なかった 時代の 無智、 無 反省、 無責 

任の 遺物が 潜んで いると 思う ので ある。 

丁度 胎内の 盲腸の ように 平常 はまる で 自覚 を 伴わな 

い、 どうで もよ いように、 考えて なければ 有る か 無い 

かも 知らずに 過ごす ような もの かも 知れない。 けれど 

も、 いざと 云う 時に、 命を危 くす る 丈の もので は ある _ 

人と して、 自分の 生活 内容 を あらゆる 方面に 伸展 させ 

て 行こうと する 願望と 一緒に、 同じ 心の中から、 この 

歩 幅 を 縮めさせ、 左顧右眄 させて、 終に 或る 処 まで、 



の 理想 や、 批判 等と 云う ものの 価値 は 如何に 小さく 力 

弱い もので あるかと 云う 自省 を 第一に 置いて、 人生 を 

完く 相対的に 観て 行こうと する 傾向で ある。 

女性が とかく 陥り 易い 空疎な 主義 ゃ殉情 的な 甘 さか 

ら 脱して、 人生 を その 儘 matter of fact として 描いて 

行こうと する 態度で ある。 これ 等 三 様の 態度 を 反省し 

おのおの 

て 見て 思う 事 は、 先ず 第一 、 各 の 傾向に intentional 

な 選択が 行われて いる 事で ある。 自分 はこう 云う 風に 

遣って 行こう、 と 思った 場合、 当然 起る 心の こだわり 

を、 どうしたら よいの だろう。 

どうしても、 偏狭 や 妥協、 自己 陶酔が あると 思う。 



な、 掊ぇ ると 云う 心 持 を 創作の 時に 持たせる 事が ぁリ 

はしまい かと 思う。 

掊 える、 見て 貰う、 と 云う 心 持が 抜け 切らないと、 

昔からの 出来るだけ 見よ く 仕て 見て 貰う と 云う 女性 特 

有な 関心と affectation が 動き 出して 来る ので はない 

だろう か。 

大摑 みな 反省で はあろう が、 ここまで 考えて 来る と 

自分 は、 本当に 「人」 に 成り 度く 思う。 一 切の 小さい 

装い や、 好い気 を 捨てて 本然に 生 度い と 思う。 生 度い 

と 思う。 確かり と、 正直に 苦しみ、 正直に 有難が り、 

正直に 悦ん で、 「人」 を 拡大して 行き度いと 思う。 
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